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９月定例会のあらまし

　
定
例
会
が
９
月
３
日
か
ら
25
日
ま
で
の
23
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
と
財
産
の
取
得
２
件
を
初
日
に
同
意
し
た
。

　
一
般
質
問
は
10
日
に
７
人
、
11
日
に
４
人
が
市
政
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
27
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
付
託
議
案
と
意
見
書
１
件
を
原
案
の
と
お
り
認
定
、
同
意
お
よ
び

可
決
し
た
。
ま
た
、
追
加
議
案
３
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
お
よ
び
可
決
し
た
。

公有水面埋立地（観音寺港南西側）の用途変更に同意を求めるもの
−議案第 78 号−
県が管理する公有水面埋立地の用途変更に関する意見について

●区域分割
　第１工区　　第２工区　　第３－１工区　　第３－２工区 の区域に分割。

　【主な変更理由】
　　第３工区を２分割することで、早期分譲を図るため。

Pick up!

９月定例会の主な議案

令和元年（平成31年）度の決算を認定
−認定第１号 ～ 12 号−
令和元年度観音寺市一般会計および各特別会計の歳入
歳出決算認定について

　歳入　266 億 6,345 万円
　歳出　258 億 8,201 万円

　歳入　168 億 2,423 万円
　歳出　163 億 4,595 万円

　一般会計　
　　359 億 411 万円　　　　 　63 億 3,370 万円
　特別会計　
　　74 億 2,236 万円

Pick up!

一 般 会 計

主な変更内容

特 別 会 計

市債（借入金）
 の 現 在 高　

基 金 ( 貯 金 ）
 の 現 在 高　
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−議案第 83 号−
令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第７号）

　７月豪雨災害の復旧工事
●市道福田原池の内線および大野原池田線などの復旧工事費　1,260 万円

観音寺市単独で合同就職説明会を開催
●12月にWEB上で開催予定の本市単独の就職説明会委託料　176万円
　※新型コロナウイルスの感染拡大を踏まえ、三豊市との共同開催は中止。

●埋立地用途変更
　　業務施設用地と製造業用地の面積
　の割合を変更するもの。
【主な変更理由】
　　進出を希望する企業の土地需要に
　見合う規模へと見直すため。

●工事竣功期間伸長
【主な変更理由】

　第２工区への埋め立て土砂の搬入量が減少し、指定期間内での工事完了が困難になった
ため。また、区域分割によって、それぞれの工期を設定し直したため。

用　途 変更前 変更後 増減

業務施設
用地 38,790㎡ 43,450㎡ 4,660㎡

製造業
用地 92,835㎡ 88,175㎡ －4,660㎡

期　　　間
区分 変更前 区分 変更後

第１工区 着手の日より 20 年以内 第１工区 令和２年１月 21 日竣功

第２工区 着手の日より 21 年以内 第２工区 着手の日より 22 年以内

第３工区 着手の日より 23 年以内
第３－１工区 着手の日より 21 年以内

第３－２工区 着手の日より 23 年以内

Pick up!

主 な 歳 出

▲埋立地の用途および利用計画の
　概要を表示した図面（変更後）
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−議案第 83 号−
令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第７号）

　新型コロナウイルス感染症に対して最前線で従事されている関係職員を支援
●国が給付する慰労金の対象者に市が上乗せで支援金を交付
　障害者福祉施設　　　400 万円（１人あたり 5 万円もしくは 2 万円）
　高齢者介護施設　　3,000 万円（１人あたり 5 万円もしくは 2 万円）
　医療機関　　　　　6,700 万円（１人あたり 5 万円、３万円もしくは 2 万円）

　新型コロナウイルス感染症対策品に係る費用を補助
●民間保育施設などに新型コロナウイルス感染拡大防止事業補助金を交付
　民間保育施設（保育園、認定こども園、地域型保育）　550 万円（11 施設分）
　民間子育て支援センター　 300 万円（6 施設分）
　民間放課後児童クラブ　　　95 万円（3 施設分）

　新型コロナウイルス感染症対策として消耗品を購入
●公立保育所や放課後児童クラブに新型コロナウイルス感染症対策品を購入　
　公立保育所　　　　　　　250 万円（5 施設分）
　放課後児童クラブ　　　　110 万円（11 施設分）

　新型コロナウイルス感染拡大に伴う運営管理支援金を支給
●新型コロナウイルス感染拡大防止を図るため，休館などの措置を行った指定管理者に対す

る事業継続のための支援
　ハイスタッフホール　　　　　　　　　310 万円
　すぽっシュ豊浜　　　　　　　　　　　954 万円
　道の駅とよはま　　　　　　　　　　　176 万円
　萩の湯（健康交流施設「おおのはら」）　214 万円

　
　学校の新型コロナウイルス感染拡大防止対策の消耗品、器具を購入
　小学校　非接触型体温計や消毒液など保健衛生用品　　330 万円
　　　　　サーキュレーターや網戸　　　　　　　　　　588 万円

　中学校　非接触型体温計や消毒液など保健衛生用品　　121 万円
　　　　　サーキュレーターや網戸　　　　　　　　　　228 万円

Pick up!

主 な 歳 出

９月定例会のあらまし
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　認定こども園開園に伴う消耗品、器具を購入
●「観音寺こども園」開園に向けて、各種用品を購入　　
　スリッパ、給食関係食器など消耗品費　　　 　　　　136 万円
　布団棚、午睡用カーテンなど器具費　　　　 　　　　157 万円
　看板サイン交換、クラス表示プレートなど修繕料　　　56 万円

−議案第 91 号−
令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第８号）

　新型コロナウイルス感染症との併発による重症化を防ぐためにインフル
エンザ予防接種費などを助成（香川県＋観音寺市）
　インフルエンザ定期予防接種委託料　　1,349 万円
　インフルエンザ任意予防接種委託料　　5,150 万円
　肺炎球菌感染症任意予防接種委託料　　2,002 万円

Pick up!

主 な 歳 出

第５回７月臨時会の概要
　令和２年第５回臨時会は７月２８日に招集され、即日採決となった。
　提出された議案第７０号令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第６号）は、原案の
とおり可決した。

種別 対象者 助成額

インフルエンザ
予防接種

定
期

・65歳以上の人
・60歳～65歳未満の慢性高度心・腎・呼吸器機能

不全者など
全額（1,200 円）（県）

任
意

60歳～65歳未満で、定期接種対象者以外の人 上限 2,000 円（県）

生後6カ月～13歳未満の人

1 回あたり上限
 2,000 円（県）

＋
県の助成後の残額

に 1 回あたり
上限 2,000 円（市）

13歳～中学3年生の人 上限 4,000 円（市）

肺炎球菌感染症
予防接種 65歳以上で、定期接種対象者以外の人 上限 5,500 円（県）
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一 般 質 問

【
質
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
収
ま

ら
な
い
中
、
検
査
機
関
の
状
況
や
検
査
体
制
な
ど
を
伺

う
。

　

ま
た
、
仕
事
な
ど
で
検
査
お
よ
び
証
明
書
が
必
要
な

人
は
、
自
費
診
療
で
の
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
約
3
万

円
）
と
な
る
が
県
内
の
状
況
や
窓
口
な
ど
で
の
問
い
合

わ
せ
の
対
応
を
伺
う
。

【
答
弁
】
感
染
が
疑
わ
れ
る
場
合
や
、
感
染
が
確
認
さ

れ
た
患
者
と
の
接
触
が
あ
る
場
合
で
、
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
人
を
行
政
検
査
の
対
象
者
と
し
て
、
公
費
負

担
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
1
日

当
た
り
最
大
96
件
だ
っ
た
が
、
現
在
で
は
1
日
当
た
り

最
大
６
３
３
件
の
検
査
が
可
能
で
、
現
状
の
検
査
需
要

に
対
し
て
、
十
分
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
市
お
よ
び
三
豊
市
で
の
検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
方
式
（
唾
液
採
取
、
週
2
日
検
査
を
実
施
）

で
10
月
1
日
に
開
設
し
、
運
用
を
開
始
す
る
予
定
。

　

ま
た
、
自
費
診
療
に
よ
る
検
査
に
対
応
で
き
る
医
療

機
関
は
、
県
内
に
数
カ
所
あ
る
。
県
や
西
讃
保
健
所
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
情
報
の
把
握
に
努
め
、

提
供
可
能
な
情
報
は
紹
介
し
て
い
く
。

県
全
体
で
１
日
最
大
６
３
３
件

の
検
査
が
可
能

本
市
と
三
豊
市
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン

タ
ー
が
10
月
１
日
に
運
用
開
始
予
定

答 弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
検
査
体
制
は

大 平 直 昭
壮志会

研
究
デ
ー
タ
を
市
民
に
提
供
し
、
運

動
の
習
慣
化
な
ど
へ
つ
な
げ
て
い
く

答 弁

心
筋
梗こ
う
そ
く塞
な
ど
の
予
防
、

治
療
を
促
進
す
る
ホ
ル
モ
ン

の
理
解
を
深
め
る
方
法
は

詫 間 　 茂
自民新政会

【
質
問
】
認
知
症
に
よ
っ
て
、
は
い
か
い
す
る
高
齢
者

が
線
路
内
に
進
入
し
、
電
車
を
停
止
さ
せ
た
り
、
他
人

へ
損
傷
を
与
え
た
り
、
器
物
損
壊
を
し
た
り
す
る
な
ど

で
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る
事
態
に
備
え
る
た
め
、
市

の
全
額
負
担
に
よ
る
「
認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責

任
保
険
」
の
導
入
を
提
案
す
る
。

【
答
弁
】
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
く
中
で
、
認
知
症
施

策
の
推
進
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
本
市
に
お
け
る
認

知
症
の
高
齢
者
人
口
は
、
令
和
２
年
は
３
、５
１
８
人
、

令
和
７
年
に
は
４
、０
２
６
人
と
推
計
さ
れ
、
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
含
め
る
と
、
誰
も
が
認
知
症
に
関

わ
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。
国
で
は
、
平
成
27
年

策
定
の
「
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
）」
の
中
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
施
策
を

推
進
し
て
お
り
、
本
市
で
も
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
認
知
症
高
齢
者
等
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
や
こ
の
事
業
の
登
録
者
に
登
録
番
号
付
き
反

射
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

認
知
症
高
齢
者
等
個
人
賠
償
責
任
保
険
は
、
他
県
の

複
数
の
自
治
体
が
モ
デ
ル
的
な
も
の
も
含
め
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
に
向
け
て
先
進
的
な
事
例
を
さ
ら
に
調

査
し
、
導
入
が
可
能
か
研
究
し
て
い
く
。

導
入
の
可
否
に
つ
い
て
研
究
す
る

答 弁

認
知
症
高
齢
者
な
ど
の
個
人

賠
償
責
任
保
険
の
導
入
を

白 川 雅 仁
公明党

【
質
問
】
筋
肉
量
が
多
い
ほ
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て

活
動
的
に
な
れ
る
こ
と
や
認
知
症
に
な
り
に
く
い
と
い

う
研
究
結
果
は
あ
っ
た
が
、
骨
格
筋
か
ら
出
る
ホ
ル
モ

ン(

マ
イ
オ
ネ
ク
チ
ン)

が
心
筋
を
保
護
し
、
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

な
ど
の
予
防
、
治
療
を
促
進
す
る
こ
と
が
大
学
の
研

究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動

に
よ
っ
て
、
こ
の
ホ
ル
モ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

マ
イ
オ
ネ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
市
民
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
と
れ
る
の
か
伺

う
。

【
答
弁
】
筋
肉
量
の
少
な
い
高
齢
の
男
性
は
、
筋
肉
量

が
多
い
高
齢
の
男
性
に
比
べ
て
死
亡
率
が
約
２
倍
に
な

る
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。

　

今
回
、
骨
格
筋
か
ら
出
る
ホ
ル
モ
ン
が
心
筋
を
保
護

し
、
心
筋
梗こ

う

塞そ
く

な
ど
の
予
防
、
治
療
を
促
進
す
る
と
の

研
究
デ
ー
タ
が
発
表
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
デ
ー
タ
を
市
民
の
皆
さ
ま
へ
情
報
提
供
し
て
い

く
と
と
も
に
、
運
動
に
対
し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
で
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

運
動
の
習
慣
化
や
身
体
活
動
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

※一般質問ページに掲載の顔写真については、広報用写真を使用しております。
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【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
へ
の
影
響
は
。

【
答
弁
】
多
く
の
事
業
者
が
売
上
高
な
ど
大
幅
な
減
少

に
見
舞
わ
れ
た
。
医
療
機
関
は
、
経
営
が
厳
し
く
な
り
、

介
護
、
障
害
福
祉
施
設
の
従
事
者
は
、
感
染
の
不
安
か

ら
精
神
的
疲
労
も
大
き
い
。
教
育
で
は
、
学
習
面
お
よ

び
心
の
安
定
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
高

く
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

【
質
問
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
の
対
策
は
。 

【
答
弁
】
市
の
休
業
要
請
に
応
じ
た
事
業
者
に
は
協
力

金
を
、
農
林
水
産
業
者
な
ど
に
は
給
付
金
を
交
付
。
旅

行
者
に
は
、
宿
泊
費
や
飲
食
費
を
助
成
し
、
宿
泊
や
飲

食
事
業
者
を
間
接
的
に
支
援
。
さ
ら
に
、「
元
気
ア
ッ
プ

商
品
券
発
行
事
業
」
で
年
末
年
始
の
地
元
消
費
を
喚
起
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
や
介
護
、
障
害
福
祉
施
設
な
ど
に

勤
務
す
る
職
員
へ
の
支
援
金
の
支
給
や
、
事
業
者
な
ど

か
ら
市
へ
寄
附
さ
れ
た
マ
ス
ク
を
介
護
、
障
害
福
祉
施

設
へ
配
布
。

　

教
育
面
で
は
、
暑
さ
対
策
と
し
て
「
学
校
の
新
し
い

生
活
様
式
」
を
基
に
、
マ
ス
ク
の
着
脱
の
具
体
的
指
示

や
日
傘
の
使
用
を
認
め
る
な
ど
各
学
校
で
工
夫
し
て
い

る
。
自
治
会
活
動
で
の
感
染
症
対
策
と
し

て
、
マ
ス
ク
な
ど
の
衛
生
用
品
な
ど
の
購

入
に
補
助
金
を
交
付
。

経
営
の
悪
化
や
精
神
的
影
響

が
挙
げ
ら
れ
る

答 弁

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
、医
療
、

介
護
、
福
祉
、
教
育
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
受
け
た
影
響
は

石 山 秀 和
公明党

【
質
問
】
①
「
新
型
コ
ロ
ナ
を
踏
ま

え
た
避
難
所
運
営
方
針
」（
５
月
策

定
）
の
内
容
。
②
避
難
所
へ
配
備

さ
れ
る
感
染
症
対
策
資
機
材
は
。

【
答
弁
】
①
避
難
所
内
の
過
密
状
態

防
止
の
た
め
、
可
能
な
範
囲
で
多

く
の
指
定
避
難
所
を
開
設
す
る
。

ま
た
、
受
付
時
に
検
温
な
ど
で
症

状
が
あ
る
人
は
専
用
ス
ペ
ー
ス
へ

誘
導
す
る
な
ど
の
対
策
を
と
る
。
②
間
仕
切
り
や
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
な
ど
を
整
備
す
る
。

【
質
問
】
①
最
近
、
建
設
業
の
廃
業
が
数
件
あ
っ
た
が
、

市
内
の
動
向
は
。
②
地
域
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め

に
も
、
維
持
補
修
的
な
公
共
事
業
量
確
保
が
必
要
で
は
。

【
答
弁
】
①
事
業
者
数
は
、
平
成
30
年
４
月
現
在
１
０

５
者
が
、
こ
と
し
４
月
に
は
１
０
０
者
に
減
少
。
②
自

治
会
要
望
で
は
、
市
道
の
維
持
管
理
関
係

が
多
い
。
財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、
維
持

管
理
的
な
公
共
事
業
の
一
定
確
保
を
目
指

す
。

感
染
症
対
策
用
の
資
機
材
を
整

備
し
、
訓
練
な
ど
で
活
用
す
る

答 弁

安
全
・
安
心
な
避
難
所
に

向
け
て
の
環
境
整
備
は

篠 原 重 寿
無所属（社民）

【
質
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
え
な
い

中
、
国
や
県
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
講
じ
て
い
る
。
本

市
も
国
や
県
の
施
策
に
上
乗
せ
を
す
る
よ
う
な
施
策
を

実
施
し
て
い
る
が
、
本
市
独
自
の
経
済
対
策
は
。

　

ま
た
、
地
域
経
済
の
自
立
度
を
示
す
地
域
経
済
循
環

図
に
よ
る
と
、
県
内
で
は
、
高
松
市
と
坂
出
市
以
外
の

本
市
を
含
む
多
く
の
市
が
マ
イ
ナ
ス
で
、
本
市
は
約
97

％
で
あ
る
。
本
市
の
公
共
建
設
工
事
は
、
地
元
企
業
の

下
請
け
率
が
20
％
に
満
た
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
、
半
年
や
一
年
な
ど
期
間
を
定
め
、
市
内
で
資
金
が

循
環
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
独
自
の
施
策
は
、
タ
ク
シ

ー
配
達
代
行
支
援
事
業
に
よ
る
配
達
料
金
の
一
部
補
助

や
市
内
ホ
テ
ル
・
旅
館
へ
の
宿
泊
者
な
ど
に
対
す
る
助

成
金
の
交
付
な
ど
他
市
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
。
引
き

続
き
感
染
状
況
を
注
視
し
、
国
や
県
に
財
源
を
求
め
、

必
要
に
応
じ
必
要
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

　

地
域
で
の
所
得
循
環
構
造
の
適
正
化
は
、
地
域
の
得

意
な
産
業
を
生
か
し
、
地
域
間
の
交
易
を
活
発
化
さ
せ

る
も
の
で
あ
る
。
市
の
支
出
は
、
官
公
需
を
市
内
業
者

に
拡
大
す
る
こ
と
で
循
環
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。
ま

た
、
元
気
ア
ッ
プ
商
品
券
な
ど
で
市
内
消
費
を
喚
起
し
、

循
環
を
促
進
し
て
い
く
。 コ

ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

市
内
循
環
を

元
気
ア
ッ
プ
商
品
券
で
市
内

消
費
を
喚
起
す
る

答 弁

伊 丹 準 二
自民新政会

地
域
に
密
着
し
た
建
設
業
者
の
動
向

と
本
市
と
し
て
の
受
け
止
め
は

災
害
復
旧
時
に
、
建
設
業
の

果
た
す
役
割
は
重
要

答 弁
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一 般 質 問

【
質
問
】
観
光
が
収
縮
し
て
い
る
現
状
で
、
関
係
人
口

を
創
出
す
る
に
は
、
価
値
観
を
共
有
す
る
個
別
グ
ル
ー

プ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
々
は
な
に
が
し
か

地
域
愛
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
人
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
活
発
に
動
い
て
い
た
だ
け
る
プ
レ
ー
ヤ
ー
に

育
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
地
域
愛
を
持
っ
た
活
動
が
地
域
の
魅
力
に
な

り
、
第
二
移
住
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
観

光
の
需
要
の
取
り
込
み
に
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
る
。

市
中
の
観
光
・
地
域
づ
く
り
団
体
・
個
人
を
把
握
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束
後
す
ぐ
に
始
動
出

来
る
よ
う
枠
組
み
の
準
備
を
し
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
行
政
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

観
光
関
連
事
業
者
、
市
民
で
構
成
さ
れ
る
観
光
課
題
を

共
有
、
協
議
す
る「
協
議
会
」の
発
足
を
目
指
し
て
お
り
、

現
在
、関
係
機
関
と
協
議
し
、発
足
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
流
、
関
係
人
口
増
を
図
り
、
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ア
ニ
メ
ツ
ー
リ
ズ

ム
活
用
地
域
活
性
化
実
行
委
員
会
」
の
立
ち
上
げ
を
進

め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
組
織
が
一
体
と
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
収
束
後
に
向
け
て
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
客
層
に
応
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

が
行
え
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

関
係
機
関
と
協
議
し
、
発
足

準
備
を
進
め
て
い
る

答 弁

観
光
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

形
成
事
業
の
進
行
状
況
は

豊 浦 孝 幸
自民新政会

【
質
問
】
申
請
数
と
減
免
数
は
。
ま
た
、
減
免
条
件
で

あ
る
減
収
は
、
見
込
み
で
判
断
さ
れ
、
結
果
的
に
３
割

減
で
な
く
て
も
減
免
取
り
消
し
や
返
金
を
求
め
ら
れ
な

い
。
も
っ
と
市
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

【
答
弁
】
減
免
数
は
昨
年
度
分
13
件
、
令
和
2
年
度
分

13
件
で
申
請
準
備
中
が
20
件
。
前
年
よ
り
3
割
以
上
の

収
入
減
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
の
要
件
を
満
た
せ
ば
減
免

を
行
う
。

【
質
問
】 
旧
競
輪
場
第
２
駐
車

場
跡
地
に
建
設
予
定
の
新
給
食

セ
ン
タ
ー
の
ど
こ
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を

導
入
す
る
の
か
。
民
間
業
者
と

の
契
約
書
や
給
食
の
食
材
に
関

す
る
情
報
は
公
開
す
る
の
か
。
ま
た
、
食
材
の
市
内
産

の
比
率
は
向
上
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
も
含
め
た
最
適
な
整
備
手
法
の

検
討
を
進
め
、
法
に
基
づ
き
事
業
契
約
を

公
表
す
る
。
食
材
選
定
や
献
立
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
導
入
に
か
か
わ
ら
ず
業
務
委
託
せ
ず
、

本
市
農
漁
業
の
振
興
の
一
助
に
努
め
る
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中

で
今
後
も
適
切
に
対
応
す
る

答 弁

コ
ロ
ナ
禍
の
国
保
税
の

減
免
が
分
か
り
に
く
い

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は

民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
や

技
術
力
を
活
用
し
、
設
計
や

運
営
な
ど
を
行
う
手
法

答 弁

藤 田 　 均
無所属（共産）

【
質
問
】
昨
今
は
や
り
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
や
家
庭
菜
園
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
市
民
の
楽
し
み
方
や
生
活
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
で
出
る
ご
み
の
中
で
、
ト

タ
ン
や
雨
ど
い
、
廃
材
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
後
の
炭
な
ど

収
集
し
て
く
れ
な
い
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
市
の
適

正
処
理
困
難
物
と
し
て
80
品
目
定
め
ら
れ
て
い
る
。
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
市
の
責
任
で
収
集
、
運
搬
、
処

理
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
な
ど
に
よ
っ
て
家
庭
か
ら
出
た
ご

み
が
事
業
系
の
ご
み
と
判
断
さ
れ
、
収
集
さ
れ
な
か
っ

た
事
例
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
尽
力
し
、
幅
広
い
種
類
の
ご
み
を

収
集
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

【
答
弁
】
９
月
末
に
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
が
開

催
予
定
で
あ
る
。
環
境
衛
生
組
合
の
代
表
者
も
委
員
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
や
家
庭
菜
園
か
ら
出
る
、

少
量
の
廃
棄
物
を
ご
み
集
積
所
で
収
集
を
行
え
な
い
か

に
つ
い
て
も
検
討
課
題
と
し
て
協
議
し
、
遅
く
と
も
年

度
内
に
は
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
収
集
出

来
な
い
時
に
お
知
ら
せ
す
る
黄
色
い
シ
ー
ル
に
は
、
理

由
を
明
記
す
る
こ
と
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
事
業
所
か
ら
出
る
廃
棄
物
の
処
理

は
、
事
業
者
に
対
し
て
適
切
な
処
理
を
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
引
き
続
き
啓
発
活
動

を
推
進
す
る
。 廃

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会

で
再
度
協
議
す
る

答 弁

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
尽
力

し
た
ご
み
収
集
を

井 下 尊 義
自民新政会
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【
質
問
】
成
人
さ
れ
る
子
ど

も
た
ち
や
式
を
支
え
て
く
れ

る
家
族
、
美
容
室
、
貸
衣
装

屋
、
写
真
屋
な
ど
多
く
の
人

が
令
和
３
年
の
成
人
式
は
ど

の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
の
か

気
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
か
を
伺
う
。

【
答
弁
】
令
和
３
年
成
人
式

は
、
８
月
に
成
人
式
企
画
運

営
ス
タ
ッ
フ
会
を
立
ち
上
げ
、

開
催
準
備
に
向
け
て
動
き
出

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

多
く
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中

止
や
延
期
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
成
人
式
も
今
後

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
成
人
式
は
当
事
者
に
と
っ
て
、
一

生
に
一
度
の
機
会
、
人
生
の
節
目
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響
を
被
っ
て

い
る
市
内
関
連
業
者
の
人
々
を
支
援
す
る

た
め
に
も
、
感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
講

じ
た
上
で
、
可
能
な
限
り
開
催
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

成
人
式
の
開
催
は

感
染
予
防
対
策
を
十
分
に
講
じ

た
上
で
、
可
能
な
限
り
開
催
を

答 弁

合 田 隆 胤
自民新政会

【
質
問
】
中
小
企
業
振
興
に
お
い
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

経
済
シ
ョ
ッ
ク
は
無
視
で
き
な
い
。
政
治
で
は
、
緊
急

的
な
現
金
支
援
の
次
の
段
階
と
し
て
、
商
品
券
事
業
や

宿
泊
補
助
な
ど
消
費
喚
起
策
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方

で
不
要
不
急
と
い
う
あ
い
ま
い
な
言
葉
で
個
人
差
の
あ

る
自
粛
を
促
し
、
加
え
て
過
剰
報
道
で
不
安
を
煽あ

お

り
、

市
民
同
士
の
監
視
や
感
染
者
へ
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
も
聞
こ
え

て
く
る
。
現
状
が
長
期
化
す
れ
ば
市
内
経
済
の
影
響
も

よ
り
大
き
く
な
る
こ
と
が
き
ぐ
さ
れ
、
感
染
拡
大
防
止

と
経
済
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
に
基
づ
く
振
興

審
議
会
を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
ま
た
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
に
特
化
し
た
振
興
策
の
策
定
を
要
望
す
る
。
特
に
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
対
応
は
、
次
世
代
の
中
小
企
業
を
支
え

る
施
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

を
伺
う
。

【
答
弁
】
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
世
界
は
、
不
可
逆
的
な

流
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ビ
フ
ォ
ー
コ
ロ
ナ

の
市
場
に
、
そ
の
ま
ま
戻
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
対
応
は
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
で
柔
軟
さ
が
求

め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
市
中
小
企
業
振
興
審
議
会

の
会
議
を
進
め
る
中
で
、
必
要
に
応
じ
適
宜
、
協
議
・

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

必
要
に
応
じ
適
宜
、
協
議
・

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

答 弁

コ
ロ
ナ
禍
ま
た
は
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
に
特
化
し
た
中
小

企
業
振
興
策
の
策
定
を

五 味 伸 亮
壮志会

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う、傍聴に関するお願い

　新型コロナウイルスの感染が全国的に広がっています。３密（密閉・密集・密接）を回避するため、
引き続き傍聴をお控えくださいますようお願いいたします。

　なお、傍聴を希望される場合は、次の点にご協力ください。

●マスクの着用をお願いいたします。
●手洗い、手指の消毒をお願いいたします。 （議場入口に消毒液を準備いたします。）
●傍聴日当日に発熱がある場合や、倦

けんたいかん

怠感がある、咳が出るなどの体調不良の場合は、
　傍聴をお控えください。

　なお、本会議の様子は市議会ホームページ内の「議会映像」からご覧いただけます。
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審 議 結 果

議案の審議結果　令和２年第５回（７月）臨時会
●全会一致の議案
議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果

議案第70号 　令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第６号） 原案可決

掲載できなかった一般質問
氏　　名 質　問　件　名

詫間　　 茂

●有明浜の堤防について
●総合運動公園陸上競技場の有効利用

について
●若年性認知症予防について
●競輪場解体後の跡地活用について

白川　雅仁
●防災について
●プラごみの削減について

大平　直昭 ●観音寺市元気復活商品券について

篠原　重寿
●学校現場のコロナ対策について
●市財政の見通しについて

氏　　名 質　問　件　名

豊浦　孝幸 ●コロナ禍における経済支援について

藤田　　均 ●市税の滞納徴収や差押えの現状につ
いて

五味　伸亮
●ファミリープール跡地活用について
●ＪＲ観音寺駅のバリアフリー化につ

いて

合田　隆胤

●コロナ禍における経済政策について
●市道鹿隈柞田線及び豊浜小学校周辺に

おける安全対策の進捗状況について
●人材育成の進捗状況について

令和２年　市民フォーラム／市民との意見交換会 中止のお知らせ

　新型コロナウイルスの感染が全国的に広がっていることを踏まえ、
令和２年に開催を予定しておりました、市民フォーラムおよび市民
との意見交換会オープンカフェ『ミライヱ』は、開催を中止とさ
せていただくことになりました。

　ご参加を楽しみにしていただいていた皆さまには、ご迷惑をおか
けいたしますが、ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。

　令和３年の開催につきましては、現時点では未定ですが、新型コ
ロナウイルスの感染状況などを踏まえながら、開催する際には改め
て市議会だより「ミライヱ」や市議会ホームページなどを通じてお
知らせいたします。

　広聴広報委員会では、この機会に市民フォーラムおよび市民との
意見交換会の在り方を再検討し、令和３年の開催に向けて、市民の
皆さまとより広く意見を交換できる場を設けられるように協議して
まいりますので、今後ともご指導のほどよろしくお願い申し上げま
す。

▲令和元年市民フォーラムの様子

▲令和元年市民との意見交換会の様子
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議案の審議結果　令和２年第６回（９月）定例会
●全会一致の議案
議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果
認定第２号 　令和元年度観音寺市施設貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について 認　　定

認定第３号 　令和元年度観音寺市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第４号 　平成 31 年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第５号 　令和元年度観音寺市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第６号 　令和元年度観音寺市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第７号 　平成 31 年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第８号 　令和元年度観音寺市航路事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第９号 　平成 31 年度観音寺市粟井財産区特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第10号 　平成 31 年度観音寺市粟井坂瀬山林特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第11号 　令和元年度観音寺市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

認定第12号 　平成 31 年度観音寺市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について 〃

議案第71号 　観音寺市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原案可決

議案第72号 　観音寺市税条例の一部改正について 〃

議案第73号 　観音寺市都市計画税条例の一部改正について 〃

議案第74号 　観音寺市立認定こども園条例の制定について 〃

議案第75号 　観音寺市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃

議案第76号 　観音寺市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃

議案第77号 　観音寺市工場等立地促進条例の一部改正について 〃

議案第78号 　公有水面埋立地の用途変更に関する意見について 同　　意

議案第79号 　観音寺市公共下水道観音寺第２ポンプ場の建設工事委託に関する協定の締結について 〃

議案第80号 　工事請負契約の締結について（観音寺市総合運動公園陸上競技場　芝生等改修工事） 〃

議案第81号 　工事請負契約の締結について（令和２年度　伊吹漁港水産生産基盤（特定）整備事業　東４号防波堤整備工事） 〃

議案第82号 　工事請負契約の締結について（観音寺競輪場解体工事） 〃

議案第83号 　令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第84号 　令和２年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第85号 　令和２年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第86号 　令和２年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第87号 　財産の取得について（観音寺市立小学校学習者用端末（タブレット端末等）） 同　　意

議案第88号 　財産の取得について（観音寺市立中学校学習者用端末（Google Chrome OS 端末）） 〃

議案第89号 　財産の取得について（防災備蓄倉庫） 〃

議案第90号 　財産の取得について（パーテーション） 〃

議案第91号 　令和２年度観音寺市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

意見書案第１号 　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 〃

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

藤
田　
　

均

篠
原　

重
寿

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

五
味　

伸
亮

大
平　

直
昭

大
久
保
隆
敏

井
上　

浩
司

豊
浦　

孝
幸

友
枝　

俊
陽

立
石　

隆
男

詫
間　
　

茂

篠
原　

和
代

合
田　

隆
胤

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

井
下　

尊
義

伊
丹　

準
二

安
藤　

康
次

秋
山　

忠
敏

議決結果

無
共
無
社公明党 壮志会 自民新政会

認定第１号 令和元年度観音寺市一般会計歳入歳出決算認定について ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ 認　　定

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　　※無所属（会派に所属していない議員）…社会民主党、日本共産党

※議長は可否同数の場合のみ裁決権があります。　※○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席
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風
に
揺
れ
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色
の
コ
ス

モ
ス
に
、
穏
や
か
な
小
春
の
季

節
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

例
年
、
各
地
域
で
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
て
い
る
秋
祭
り
や

文
化
祭
な
ど
の
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も
、
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と

し
は
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛

と
な
り
、
少
し
静
か
な
秋
で
し

た
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９
月
に
開
催
さ
れ
た
定
例
会

で
は
、
11
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
感
染
拡
大
防
止
や
経
済
対
策

な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た

問
題
に
つ
い
て
熱
心
に
討
議
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
委
員
会
で

は
令
和
元
年
度
の
決
算
認
定
や

令
和
２
年
度
補
正
予
算
な
ど
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
、

よ
り
元
気
な
観
音
寺
を
築
い
て

い
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。広

聴
広
報
副
委
員
長　

白
川
雅
仁

編
集
後
記

12
月
定
例
会
の
予
定

「アオハルなふたり」 香川県立観音寺第一高等学校　写真部　２年　壷井 涼花

　この作品は、文化祭の展示のために友達と向
ひ ま わ り

日葵をモチーフにして撮影した写真の中の一枚で
す。コロナ禍で閉鎖的になってしまった日常に開放的な感覚を味わって欲しいと思い、有明の海を
撮影場所に選びました。
　少しでも明るい気持ちを抱いてくれるような作品を作り出すことが、私の目標です。これからも
楽しく、作品作りに頑張りたいと思います。
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日
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問
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大
平　

直
昭

　
　
　
　
　

立
石　

隆
男

　
　
　
　
　

豊
浦　

孝
幸

広聴広報常任委員会は何をしてるの？

議会だより「ミライヱ」の発行
　●年４回（２、５、８、11月）発行。主に提出議案の概要や一般質問を掲載しています。

市民フォーラムの開催　
　●年１回広聴広報常任委員会でテーマを選定し、講師を招き講演会を開催しています。

市民との意見交換会の開催　
　●平成31年３月 に「議会報告会」を「市民との意見交換会」に改め、広く意見を聴くことに変更しました。
　●令和元年11月に市民との意見交換会 オープンカフェ『ミライヱ』を初開催。
　●市民と身近なテーマでグループワークを行い、意見を交換しました。
　●いただいたご意見は、議会と市当局で情報共有しています。

平成22年2月から議会の発信力を向上
するために設置されました。

Ｑ いつ常任委員会が設置されたの？

Ｑ どんなことをしてるの？

Ｑ 何を担当してるの？

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和２年の「市民フォーラム」および「市民との意見交換会」は中止と
なりました。詳しくは本紙10ページ「市民フォーラム/市民との意見交換会中止のお知らせ」をご覧ください。

議会だより、市議会ホームページ、市民との意見
交換会など市議会の広聴と広報を担当しています。

ＡＡ

Ａ


